
©Astronomy.com

宇宙最強磁場の起源と極限物理法則の探求

MONSTER計画
Monitoring Observations of Neutron Stars 

That Evolve Rapidly 

VLBI懇談会将来計画検討・極限天体班
⾚堀卓也 (国⽴天⽂台/SKA機構)
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講演集録︓なぜこの研究会で講演︖
•講演申し込み案内にて
•多波⻑観測データを⽤いた研究に取り組んでいる⽅、これか
ら取り組もうとされている⽅から⼀般講演を募集します。

•中性⼦星の研究において多波⻑の協⼒はますます重要
•⾮熱的な放射プロセスを考える時
•超新星爆発や残骸との対応を考える時

• VLBIコミュニティでは次期将来計画を検討している
•情報共有し「データ利⽤」のあり⽅についてご意⾒頂きたい
•検討段階のため講演スライドの公開はご容赦頂きたい
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講演集録
•極限天体VLBIの戦略として、⾃転周期変化率の⾼い中性⼦星を
⻑期にモニターするプロジェクトを考えている
• 新VERAで年間1000時間・10年間の観測をし包括的なカタログを作成
• 時間領域観測の環境整備に資する(FRB, etc ,…)

•プロジェクト化・装置改修の予算獲得はこれから
• 研究チームはまだ⼩さく脆弱à多波⻑研究に⼿が回らない状態
• 既存装置で観測を実施してデータを提供することは可能

• ToOやDDTのプロポーザル執筆 & データ解析して情報をお渡しできます
• ただし共同利⽤に供していたりもしますのでベストエフォートです

•このカタログデータにアクセスしたいですよ…ね︖
• 3次元位置速度、スペクトル指数、パルス周期、周期変化率、…

• たとえばATNF Pulsar Catalog(https://www.atnf.csiro.au/research/pulsar/psrcat/)と
VLBA PSR PI(https://safe.nrao.edu/vlba/psrpi/release.html)を合わせたデータベース

• もしリクエストありましたらお願いします
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ATNF Pulsar Catalog
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⾃転周期変化率P* > 1e-13 s/s以上の
中性⼦星の⾃転周期Pと1.4 GHzでの
電波強度S(1400)のプロット。https://www.atnf.csiro.au/research/pulsar/psrcat/

https://www.atnf.csiro.au/research/pulsar/psrcat/
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VLBA PSR PI
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https://safe.nrao.edu/vlba/psrpi/release.html
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